
［ＤＣコネクタ］
付属のＡＣアダプタを接続します

［フットスイッチ用コネクタ］
付属のフットスイッチを接続します

［電源スイッチ］
ＯＮにすると、電源が入ります

0

1

2

5

4

7
3

6

取消

8

9

設定

確定

プリント中

プリント可能

プリント異常

［操作パネル］

［印字ユニット］

［USBコネクタ］
パソコンと接続してイメージファイルを受信します

［カバー］

設 定設 定

取 消取 消

プリント可能プリント可能

プリント異常プリント異常

プリント中プリント中

確 定確 定

5  各部の名称とはたらき

5-2. 操作パネル

5-1本体ユニット

操作パネル

表示部：設定内容や、入力した数値を表示します。

数字キー：設定する値を入力するのに使用します。

設定キー：設定する項目を表示します。

確定キー：入力した値を確定します。

取消キー：入力した値を無効にして、印字可能状態に戻ります。

LED表示

プリント中：印字中に点灯します。

プリント異常：プリントテープ切れ等、プリントできないとき点灯し

    ます。

プリント可能：プリントできる状態のとき、点灯します。

5
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電源コード

ＤＣコネクタ

ＡＣアダプタ

ON

OFF

電源スイッチを入れる

7 8 94 5 61 2 30
確
定

設
定

取
消

 

5-1　本体ユニットの設置

　　本体ユニットを水平な面を持つ適切な作業台の上に

　　設置してください。

注意 水平ではない作業台に不安定な状態で設置するとプ
リンターが落下する危険性があります。

5-2　フットスイッチの接続　

　　附属のフットスイッチのフラグを、本体後部の、フッ

　　トスイッチ用コネクタに差し込みます。

5-3　ACアダプタを接続する

  1.AC アダプタを DC コネクタに接続します。

  2. 電源コードを ACアダプタに接続します。

  3. 電源コードのプラグをコンセントに差し込みま

  す。

 

警告 　　DC コネクタには、付属のACアダプタ以外のアダ
プタを接続しないでください。規定の容量に合わない

場合、火災などの危険性があります。

＊付属の電源コードは、AC100V国内用です。

5-4　本体ユニット後部の電源スイッチを入れます。

　　操作パネル表示部が点灯し、印字可能ランプが点灯

　　します。　

5-5　包材を入れてフットスイッチを押すと印字が開始され

　　ます。

　　＊印字位置は、8ページ 7-3印字範囲と印字位置を

　　参照してください。

5-6　印字後は、包材を手前に引き出してください。

　　　　左右に引き出すと、プリントテープが印字ヘッドから　

　　　ずれて、以降の印字が正常におこなわれない場合が

　　　あります。

本機を使用する時は以下の『正しい使い方』に従ってください。

以下の方法以外の操作方法で使用されますと故障の原因となりたいへん危険です。

6  正しい使い方 (本体ユニットの設置から印字まで）

THP-4012 取扱説明書Ver.2.03J
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２ mm（横倍率×１）

16*16dot全角文字

４ mm（横倍率×２）

６ mm（横倍率×３）

８ mm（横倍率×４）

９.６mm（縦倍率×４）

７.２mm（縦倍率×３）

４.８mm（縦倍率×２）

２.４mm（縦倍率×１）

０.８７mm（横倍率×１）

14＊7dot半角文字

１.７５mm（横倍率×２）

２.６３mm（横倍率×３）

３.５０mm（横倍率×４）

８.２mm（縦倍率×４）

６.３mm（縦倍率×３）

４.２mm（縦倍率×２）

２.１mm（縦倍率×１）

製

A
A

２）可変データ

1234 65 789LOT o.N
製造年月日
消費期限

2009 0. 6. 09
2010 0. 6. 09

   

 

価格 12, 43 5￥

１）固定文字列

可変数字

ナンバリング

現在時刻表示

有効期限

半角英数字

全角文字

半角数字

操作パネルで
変更不可

可変データ種類

操作パネルで
内容変更可能

印字する数値

開始番号

同一番号の
印字回数

期間の単位設定

時刻設定

期間設定

同一番号の
印字済枚数

（印字例１）
可変数字

（印字例２）
ﾅﾝﾊﾞﾘﾝｸﾞ

現在時刻

有効期限

有効期限
 

固定文字

7  印字する文字について

7-1　印字できる文字の種類と大きさ
1）16 × 16 ドット全角文字 ( 漢字、英数字、カナ）

・文字の大きさ

  縦 1 倍＊横 1倍の場合（2.4mm ＊ 2.0mm）

  縦 4 倍＊横 4倍の場合（9.6mm ＊ 8.0mm）

・1 列に印字できる最大文字数

「横倍率」× 1(20 文字 ) × 2(10 文字 ) × 3(6 文字 ) × 4(5 文字）

・印字できる最大列数

「縦倍率」× 1(6 列）× 2(3 列 ) × 3(2 列 ) × 4(1 列） 

2）7 × 14 ドット半角文字（英数字、カナ、記号）

・文字の大きさ

  縦 1 倍＊横 1倍の場合（2.1mm ＊ 0.875mm）

  縦 4 倍＊横 4倍の場合（8.4mm ＊ 3.5mm）

・1 列に印字できる最大文字数

「横倍率」×１(40 文字 ) × 2(20 文字 ) × 3(13 文字 ) × 4(10 文字）

・印字できる最大列数

「縦倍率」× 1（6 列）× 2（3 列）× 3（2 列）× 4（1 列） 

　

7-2　可変データについて
　THP-4012 で印字できる文字には、イメージファイルに

記述した文字をそのまま印字する固定文字列印字と、

イメージファイルに記述した数値や設定値を操作パネル

上から、変更できる機能を持つ形式で記述された、数

値データがあります。

後者を「可変データ」と呼び以下の種類があります。

＊可変データの変更手順は、12 ページ以降に記述され

ています。

1）　可変数字

　操作パネルの数字キーにて、印字する数字を変更

できる機能をもつ文字列。

2）ナンバリング機能

       印字指定回数の印字ごとに、印字する数字を + １

　ずつカウントアップする機能を持つ数字列。

3）現在時刻表示

    現在の年月日、時刻を印字できる機能。

4）有効期限

       現在の年月日や時刻から、指定した年月日時後の

年月日等を印字できる機能。

＊印字できる文字種は半角数字のみになります。

＊操作パネル上から、印字桁数の変更はできません。

7
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100 mm

14.4 mm
78

40 mm 24 mm

印字範囲

包材

ON

OFF

電源スイッチを入れる

登録イメージ表から印字するイメージを選択　　

ＳＴＥＰ１

選択したイメージＮｏを操作パネルから入力

ＳＴＥＰ2

ＳＴＥＰ3

フットスイッチを押して作業開始

*THP‑ 4 0 1 2 * 1 2 ： 3 4 ： 5 6
[ 0 1 ]ｾｲｿ ﾞｳ , ｼｮｳﾐ ‑ 1

[ｾｯﾃｲ ]　ｼｮﾘﾒﾆｭｰ

初期画面表示

[ ﾌｯ ﾄｽｲｯﾁ ]　ｲﾝｼ ﾞ

[現在の時刻を表示 ]

現在の選択されている

イメージNoと見出しを表示

8  印字してみよう（登録印字データより印字No を選択して印字）

　　この章では、工場出荷状態で、予め THP-4012 に登

録されている印字データ（巻末の登録印字データ）の中

から、印字したい内容（印字Ｎｏ 02）を選択して、印字

するまでの手順について説明しています。

　　＊印字No 「02」の印字内容

  「製造年月日  2009：05：01」

  「消費期限  2010：05：01」

 

  ＊ 1行目には、現在の日付

  ＊2行目には、期限設定（1年後）した日付が

  自動的に印字されます。

8-1　電源スイッチON（初期画面表示）

　本体後部の電源スイッチを入れます。 

　工場出荷状態で電源を入れると、操作パネルの

表示部がﾞ点灯して、社名表示後、初期画面を表示

します。

表示内容は  「現在の時刻」

    「現在選択している印字No：０１」

    「見出し：ｾｲｿﾞｳ、ｼｮｳﾐ１」です。

　プリント可能ランプが点灯します。

＊工場出荷状態では、巻末の登録印字データの

「01」が選択されています。

1）　THP-4012 の印字範囲は、

  縦 14.4 ｍｍ、横 40 ｍｍになります。

2）包材の印字可能位置の最大は、

  包材の先端から約 78 ｍｍになります。

3）包材の先端から THP-4012 の正面 ( 手前の端 ) までの距離は、

  約 100 ｍｍになります。

4）　左右の印字位置は、THP-4012 右側面から、

  約 24 ｍｍ～ 64 ｍｍの間になります。

* 上記の位置は、印字ユニットの取り付け位置により若干変化します。

実機で、印字位置を確認して御使用いただくようお願いいたします。

7-3　印字範囲と印字位置

THP-4012 取扱説明書Ver.2.03J
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* 1 . ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

* ｲ ﾒｰｼ ﾞ ｦ ｾ ﾝ ﾀ ｸ ｼﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ *

[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉｲﾒｰｼ ﾞ
[ ｶｸﾃｲ ]　ｾﾝﾀｸ

<01>ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾐ ‑ 1

[確定キー ]

[設定キー ]

[設定キー ]　　　　　　

*THP‑ 4 0 1 2 * 1 2 ： 3 4 ： 5 6
[ 0 1 ]ｾｲｿ ﾞｳ , ｼｮｳﾐ ‑ 1

[ｾｯﾃｲ ]　ｼｮﾘﾒﾆｭｰ

8 ‑ 1　初期画面                                                         

[ ﾌｯ ﾄｽｲｯﾁ ]　ｲﾝｼ ﾞ

8 ‑ 2　イメージ選択メニュー画面                     

8 ‑ 3　イメージ Nｏ入力画面　　　　

［確定キー］

? ｶﾍ ﾝﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ

[ｾｯﾃｲ ]　ｶﾍﾝｾｯﾃｲ

8 ‑ 5　可変データ入力確認画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ﾆｭｳﾘ ｮｸﾅｼ
<02>ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾋ ‑ 1

［確定キー］

* ｲ ﾒｰｼ ﾞ ｦ ｾ ﾝ ﾀ ｸ ｼﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ *

[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉｲﾒｰｼ ﾞ
[ ｶｸﾃｲ ]　ｾﾝﾀｸ

<02>ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾋ ‑ 1

8 ‑ 4　イメージ Nｏ入力画面           

［確定キー］

? ﾃｽ ﾄ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾏｽ ｶ

[ｾｯﾃｲ ]　ﾃｽﾄｲﾝｼ ﾞ

8 ‑ 6　テスト印字画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｲﾝｼ ﾞｼﾅｲ
［02］ ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾋ ‑ 1

*THP‑ 4 0 1 2 * 1 2 ： 3 4 ： 5 6

[ｾｯﾃｲ ]　ｼｮﾘﾒﾆｭｰ

8 ‑ 7　初期画面表示

[ ﾌｯ ﾄｽｲｯﾁ ]　ｲﾝｼ ﾞ

［ 0 2 ］ ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾋ ‑ 1

8-2　操作パネルの [設定キー ] を押します。

  操作パネル表示部が、「印字文字選択メニュー」

  画面に切り替わります。

  ＊各メニュー画面は、数字キーでも選択できま

  す。

8-3　操作パネルの [確定キー ] を押します。 

 

  　表示パネルが、「印字No入力画面」に

  切り替わります。

8-4　印字No を [ 数字キー ]で「0」「2」と入力します。

  表示される登録印字Noが「02」に

  変わります。

  ［確定キー］を押して、印字No「02」を

  確定します。

  ＊ [ 設定キー ] を押すと次の印字Noが

  表示されます。

8-5　可変データ入力確認画面

  「確定キー］を押して、設定変更をスキップし

  ます。

  ＊選択した登録印字Ｎｏに、変更可能文字

  列がある場合（この場合は、有効期限が設定

  ざれています。）操作パネル上で値や設定を変

  更することができます。

  詳細は 12ページ「可変データの変更」

  をご覧ください。

8-6　テスト印字画面

  「確定キー］を押して、テスト印字をスキップし

  ます。

  ＊包材をセットして、［設定キー］を押すと、

  テスト印字が開始されます。

  ＊印字後、初期画面に戻ります。

8-7　初期画面

  　印字Noが登録印字データの「02」

  に変更されました。

  　包材をセットして、フットスイッチを押すと

  印字が開始されます。 

9
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9 ‑ 1 ‑ 1  イメージ選択メニュー画面

* 1 . ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ 　 　 　 　 　 　

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ　　　

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　

9 ‑ 1 ‑ 2  データ通信メニュー画面

* 2 . ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾂ ｳ ｼ ﾝ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ　　　

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　

[設定キー ]　　または［２］を押す　　　

9 ‑ 1 ‑ 3  時間設定メニュー画面

* 3 . ｼ ﾞ ｶ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ 　 　 　

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ　　　

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　

9 ‑ 1 ‑ 4  印字設定条件メニュー画面

* 4 . ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ｳ ｹ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ 　 　 　

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ　　　

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　

9 ‑ 1 ‑ 5  終了処理メニュー画面

* 5 . ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ 　 　 　 　 　

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ　　　

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　

[設定キー ]

[設定キー ]　　または［３］を押す　　　

[設定キー ]　　または［４］を押す　　　

[設定キー ]　　または［５］を押す　　　

[設定キー ]　　または［１］を押す　　　

[確定キー ]

[確定キー ]

[確定キー ]

[確定キー ]

[確定キー ]

9-1　処理メニューの概要

＊登録されている印字文字を選択して、設定内容を変更

するとき

9-1-1　印字文字選択メニュー画面

  印字する印字No を選択します。

  選択した印字文字に、可変数字や有効期限設

  定ナンバリングが設定されている場合、設定内

  容の変更ができます。

＊パソコンで作成した印字データを受信するとき

9-1-2　データ通信メニュー画面

  パソコンで作成した印字データを、     

THP-4012 に転送します。

　　

＊内蔵時計の時刻合わせをするとき

9-1-3　時間設定メニュー画面

  1　 内蔵されているカレンダーの年月日時刻を

  　表示します。

  2 　カレンダーの時刻合わせを行います。

*印字の濃度や印字ﾎｳｺｳを変更するとき

9-1-4 印字条件設定メニュー画面

  1  印字の濃度調整行います。

  2  印字方向の設定を行います。

  3. 連続印字の設定を行います。　

＊作業を終了して電源を切るとき

9-1-5 終了処理メニュー画面

  ナンバリングデータの保存を行います。

  終了処理を行わずに、電源を切るとナンバリン

  グデータの保存ができません。

9  処理メニュー設定方法

THP-4012 取扱説明書Ver.2.03J

10



* 1 . ｲ ﾒ ｰ ｼ ﾞ ｾ ﾝ ﾀ ｸ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ

9 ‑ 2 ‑ 1　イメージ選択メニュー画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

* ｲ ﾒｰｼ ﾞ ｦ ｾ ﾝ ﾀ ｸ ｼﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ *

[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉｲﾒｰｼ ﾞ
[ ｶｸﾃｲ ]　ｾﾝﾀｸ

<01>ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾐ ‑ 1

9 ‑ 2 ‑ 2　イメージ No入力画面

[確定キー ]

* ｲ ﾒｰｼ ﾞ ｦ ｾ ﾝ ﾀ ｸ ｼﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ *

[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉｲﾒｰｼ ﾞ
[ ｶｸﾃｲ ]　ｾﾝﾀｸ

<02>ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾋ ‑ 1

9 ‑ 2 ‑ 2　イメージ No入力画面

[設定キー ]

[設定キー ]　　または［０２］を押す　　　

［設定キー］

［確定キー］

初期画面ヘ

? ﾃｽ ﾄ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾏｽ ｶ

[ｾｯﾃｲ ]　ﾃｽﾄｲﾝｼ ﾞ

9 ‑ 2 ‑ 3　テスト印字画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｲﾝｼ ﾞｼﾅｲ
［02］ ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾋ ‑ 1

［確定キー］　可変データが無い場合

テスト印字

*THP‑ 4 0 1 2 * 1 2 ： 3 4 ： 5 6
[ 0 1 ]ｾｲｿ ﾞｳ , ｼｮｳﾐ ‑ 1

[ｾｯﾃｲ ]　ｼｮﾘﾒﾆｭｰ

初期画面表示

[ ﾌｯ ﾄｽｲｯﾁ ]　ｲﾝｼ ﾞ

［設定キー］　可変データ変更画面へ

［確定キー］

テスト印字

画面ヘ

? ｶﾍ ﾝﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ

[ｾｯﾃｲ ]　ｶﾍﾝｾｯﾃｲ

9 ‑ 2 ‑ 4　可変データ入力確認画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ﾆｭｳﾘ ｮｸﾅｼ
［02］ ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾋ ‑ 1

［確定キー］可変データがある場合

　　現在選択している印字No以外の印字文字を印字す　

　る場合は、このメニューから、印字したい印字No を

　選択します。

9-2-1 印字文字選択メニュー画面

  初期画面で [設定キー ] を 1回押すと、

  イメージ選択メニュー画面を表示します。

9-2-2  印字No入力画面

  この画面で、

  [ 確定キー ]表示した印字No を確定します。

  [ 設定キー ] を押すと次の印字No を表示

  [ 数字キー ]印字Noがわかっている場合は

    　　印字No を直接選択できます。

　　　　＊選択した印字No を確定すると

  1）選択した印字文字に、可変データが含まれ

  ていない場合。

  テスト印字画面に移行します。

  2）選択した印字文字に、可変データが含まれ

  ている場合。

  可変データ入力確認画面に移行します。

9-2-3 テスト印字確認画面

  設定した内容を印字して確認することができま

  す。

  [ 確定キー ]テスト印字を実行しません。

    　　設定内容を確定して初期画面に戻

    　　ります。

  [ 設定キー ]テスト印字を実行します。

    　　印字後初期画面に戻ります。

 

9-2-4 可変データ入力確認画面

  　選択した印字データの中に、可変データが

  ある場合、変更するか否かの確認画面が表示

  されます。

  [ 確定キー ]変更しません。

    テスト印字画面に移行します。

  [ 設定キー ]変更します。

    可変データ入力画面に移行します。

9-2　印字する文字を変更する（印字文字選択メニュー）

9-2-1　印字No を変更する
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? ﾈ ﾝ = y ﾂｷ =m ﾋ = d ｼ ﾞ ｶ ﾝ = H

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ

B ) ‑ １．有効期限設定単位入力

[ｾｯﾃｲ ]　ymdH  ｾﾝﾀｸ
< y >

［設定キー］

? ｷｶﾝﾆ ｭｳ ﾘ ｮ ｸ

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ

B ) ‑ ２．有効期間入力

[0 ‑ 9 ]　ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ
<01>ﾈﾝ （ｙ）  ﾕｳｺｳ　　　

［確定キー］

* ﾆ ｭｳ ﾘ ｮ ｸ ｶ ｸ ﾆ ﾝ　　　

[ｾｯﾃｲ ]　ｻｲﾆｭｳﾘ ｮｸ

B ) ‑ ３．入力データ確認

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ
  0 1       ﾈﾝ （ｙ）  ﾕｳｺｳ      　　　

［確定キー］

［確定キー］　　テスト印字　　　

［確定キー］

初期画面ヘ

［設定キー］　　　

? ｶﾍ ﾝﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ

[ｾｯﾃｲ ]　ｶﾍﾝｾｯﾃｲ

9 ‑ 2 ‑ 4　可変データ入力確認画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ﾆｭｳﾘ ｮｸﾅｼ
<02>ｾｲｿ ﾞｳ， ｼｮｳﾋ ‑ 1

［確定キー］

* ｶﾍ ﾝｽｳｼ ﾞ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ　　　

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ

A ) - 1．可変数字入力

[ 0 - 9 ]　ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ
<123456789>

［設定キー］

* ﾆ ｭｳ ﾘ ｮ ｸ ｶ ｸ ﾆ ﾝ　　　

[ｾｯﾃｲ ]　ｻｲﾆｭｳﾘ ｮｸ

A ) - 2．入力データ確認

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9        　　　

［確定キー］

［確定キー］　　テスト印字へ　　　　

［設定キー］

? ｶﾍ ﾝﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ

[ｾｯﾃｲ ]　ｶﾍﾝｾｯﾃｲ

3．可変データ入力確認画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ﾆｭｳﾘ ｮｸﾅｼ
<05>ｾｲｿ ﾞｳﾊ ﾞ ﾝｺ ﾞｳ 2

［確定キー］

? ﾈ ﾝ = y ﾂ ｷ = m ﾋ = d ｼ ﾞ ｶ ﾝ = H

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ

B ) - 1．有効期限設定単位入力

[ｾｯﾃｲ ]　ymdH  ｾﾝﾀｸ
< y >

? ｷ ｶ ﾝ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ

B ) - 2．有効期間入力

[0-9 ]　ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ
<01>ﾈﾝ（ｙ）  ﾕｳｺｳ　　　

［確定キー］

* ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ ｶ ｸ ﾆ ﾝ 　 　 　

[ｾｯﾃｲ ]　ｻｲﾆｭｳﾘ ｮｸ

B ) - 3．入力データ確認

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ
 0 1    ﾈﾝ（ｙ）  ﾕｳｺｳ    　　　

［確定キー］

［確定キー］　　テスト印字　　　

［設定キー］　　　

可変データ入力確認画面で、［設定キー］を押すと、

可変データを変更することができます。

変更可能なデータは、以下の3種類です。

　1．可変数字（価格、数量など）

　2．有効期限（現在の日付から、設定した期間を追加

　　　　した日付を印字する機能）

  1）単位（年、月、日、時間）

  2）有効期間（１～ 99）

　3．ナンバリング

　　（印字する毎に +1ずつ加算した番号を印字する機能）

  1）初期値

  2）同一番号の印字回数

  3）現在の印字回数

可変データを変更する

9-2-3　有効期限の設定を変更する

9-2-2　可変数字を変更する

変更するデータが可変数字の場合

  1）可変数字入力画面

  [ 数字キー ]　カーソルの位置にある数字を入力

    　　した値に変更します。

    　　＊入力桁数の変更はできません。

  [ 設定キー ]スペース（空白）が入力されます。

  [ 確定キー ]変更内容を確定します。　　　　

    2）入力データ確認画面

  [ 確定キー ]設定内容を確定して、

    　テスト印字画面に移りします。

  [ 設定キー ]再度設定を行います。

B）．変更するデータが有効期限の場合

    1）有効期限の設定単位入力画面

    有効期限の設定を年、月、日、時間

    の何で行うかを設定します。

  [ 設定キー ]　<　> で囲まれた値が、押すごとに

    　　　　y → m→ d→ Hと変化します。

  [ 確定キー ]変更内容を確定します。

    2）有効期間入力

  [ 数字キー ]期間を数字で入力します。

  [ 確定キー ]変更内容を確定します。

    3）入力データ確認画面

  [ 確定キー ]設定内容を確定してテスト印字画面

    　　に移ります。

  [ 設定キー ]再度設定を行います。

THP-4012 取扱説明書Ver.2.03J
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［設定キー］

ｶｳﾝﾄﾁ<0001>

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ

C ) - 1 - 1 )．カウント値入力画面

[0-9 ]　ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ　　

［確定キー］

ｶｳﾝﾄﾁ 0001 　　　　　 　

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ         

C ) - 1 - 2 ）．印字回数入力画面

[0-9 ]　ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ   
ｶｲｽｳ  00  / < 0 2 >    　　　

ｶｳﾝﾄﾁ 0001　　　　　 　

[ｾｯﾃｲ ]　ｻｲﾆｭｳﾘ ｮｸ         

C ) - 1 - 3 ）．カウント値と

印字回数入力確認画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　   
ｶｲｽｳ  00  /　02　    　　　

［確定キー］

［確定キー］　　テスト印字

［設定キー］

* ｶ ｳ ﾝ ﾀ ｰ ｾ ｯ ﾃ ｲ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｷｬﾝｾﾙ　　　　　

C ) - 1．カウンター設定画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｶｲｼ　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ｹ ﾞ ﾝｻ ﾞ ｲﾏｲｽｳ　　

*ｹﾞﾝｻﾞｲﾏｲｽｳ　ｼｭｳｾｲ

C ) - 2．現在枚数修正画面

［設定キー］

［確定キー］

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｷｬﾝｾﾙ　　　　　

[ｶｸﾃｲ ]　ｶｲｼ　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ｶｳﾝﾀｰｾｯﾃｲ　　

? ｶ ﾍ ﾝ ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾆ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｸ

[ｾｯﾃｲ ]　ｶﾍﾝｾｯﾃｲ

9-2-4　可変データ入力確認画面

[ｶｸﾃｲ ]　ﾆｭｳﾘ ｮｸﾅｼ
<02>ｾｲｿ ﾞｳ，ｼｮｳﾋ-1

変更するデータがナンバリングの場合

  　カウンター設定画面から、「カウント値」と

  「同一番号のデータの印字枚数」を変更できま

  す。

  　　現在枚数修正画面から、同一番号の発行済

  　枚数の変更ができます。

　　＊カウント値を変更すると、発行済みの同一番号の

　　印字済み枚数は、ゼロにリセットされます。

　　＊印字したが、印字がよくなかった、印字位置を変え

　　たい等、もう一度同じ番号のデータを印字したい場合

　　現在枚数を修正することにより、前回と同じデータを　

　　再度、印字できます。

　　＊　カウンター設定画面⇔現在枚数変更画面の切替

　　は、［設定キー］　でおこないます。

  C）-1 カウント値と同一番号の印字回数変更

    1）カウンﾄ値入力画面

  　カウンター設定画面で、［確定キー］を押すと

  カウント値入力画面になります。

    ［数字キー］：カウント値を入力します。

  ＊入力する数字の桁数は、変更できません。

    ［確定キー］：入力した値を確定し、

      　印字回数を変更します。

    印字回数入力画面に移行します。

    2）印字回数入力画面

    ［数字キー］：同一番号の印字枚数を

      　入力します。

  ＊入力する数字の桁数は、変更できません。

    ［確定キー］：入力した値を確定し、

      　同一番号の印字回数を変更

      　します。

    3）カウント値、印字回数確認画面

    入力した値が正しいかどうかを確認しま

    す。

    ［確定キー］：入力した値を確定します。

    　テスト印字確認画面に移行します。

    ［設定キー］：再度、カウンター値と印

    字枚数の設定をおこないます。

9-2-4　ナンバリングの設定を変更する

13
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ｶｳﾝﾄﾁ 0001  　　　　 　

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ         

C ) - 2 - 1 ）．現在値入力画面

[0-9 ]　ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ   
ｹ ﾞ ﾝｻ ﾞ ｲﾁ<00>/02    　　　

ｶｳﾝﾄﾁ<0001>　　　　　 　

[ｾｯﾃｲ ]　ｻｲﾆｭｳﾘ ｮｸ         

C ) - 2 - 2 ）．現在値確認画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　   
ｹ ﾞ ﾝｻ ﾞ ｲﾁ　01   / 0 2　    　　　

［確定キー］

［確定キー］　　テスト印字

［設定キー］

  C) － 2．現在枚数修正

    1）. 現在値入力画面

    ［数字キー］：現在枚数を入力します。

　　　＊現在枚数とは、同一番号の印字済み枚数です。

    ［確定キー］：入力した値を確定します。

  　　　　　現在枚数確認画面に移ります。

    1）．現在枚数確認画面

    入力値が間違いないかを確認します。

    OK なら

    ［確定キー］：内容を確定します。

    テスト印字画面に、移ります。 

 

    ［設定キー］：再度設定をやり直します。

    現在枚数入力画面に移行します。　

THP-4012 取扱説明書Ver.2.03J
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* 2 ‑ 1 . ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ｼ ﾞ ｭ ｼ ﾝ

9 ‑ 3 ‑ 1 ‑ 1　データ受信画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ  　　

［確定キー］

*2‑2 .RAMﾌｧｲﾙｼｮｷｶ

9 ‑ 3 ‑ 2 ‑ 1　RAMファイル初期化

［設定キー］

［取消キー］

初期画面ヘ

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　　　　

*ﾃﾞｰﾀｼﾞｭｼﾝ　　　　

9 ‑ 3 ‑ 1 ‑ 2　データ受信メニュー画 面

［確定キー］

＊ｿｳｼﾝｼﾃｸﾀﾞｻｲ＊　　　　　

9 ‑ 3 ‑ 1 ‑ 3　データ受信待ち画面

*ﾃﾞｰﾀｼﾞｭｼﾝﾁｭｳ*

9 ‑ 3 ‑ 1 ‑ 4　データ受信中画面

パソコン側　　で送信開始

受信終了で　　初期画面へ

[ﾄﾘｹｼ ]　ｷｬﾝｾﾙ　　　　　　　　　
[ｶｸﾃｲ ]　ｼ ﾞ ｭｼﾝｶｲｼ　　　　　

* 2 . ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾂｳｼ ﾝ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ　　　　　　

9 ‑ 3　データ通信メニュー画 面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

［確定キー］

　

印字データ受信手順

  1.　ＴＨＰ -4012 の電源を入れた状態で、パソ

  コンとＴＨＰ -4012 を付属のＵＳＢコードで接続

  します。

  2. パソコン上でデータ転送ソフトを起動させま

  す。

  ＊このときソフトが、ＴＨＰを認識していれば、

  ［待機中］が表示されます。

  ＊転送ソフトのインストールおよび使用方法は

  転送ソフト取扱説明書をご覧ください。

  3. データ受信画面から［確定キー］を押して、

  データ受信メニュー画面を表示させます。

  4.　データ受信メニュー画面で、  ［確定キー］

  を押すと、データ受信待ち画面に移行します。

  5. パソコン側のデータ転送ソフトで、ファイル

  転送ボタンをクリックすると、転送する印字デ

  ータファイル選択画面が表示されるので、

  転送するファイルを選択します。

  6. ファイル転送が開始されると、データ受信

  中画面が表示され、終了するとブザーが鳴り

  初期画面に戻ります。

9-3-1　印字データを受信する

9-3　データ通信メニュー

　　初期画面から、［設定キー］を 2 回押すと

　　データ通信初期画面が表示されます。

　　　この画面で、［確定キー］を押すと、データ受信画　

　面に移行します。

　　　データ通信メニューでは、

データ受信画面で

  「パソコンで作成した印字データを受信」

RAM ファイル初期化画面で

  「内部メモリーの内容をすべて削除」

  ことができます。

　　＊データ受信画面と、ＲＡＭファイル初期化画面は、

　　［設定キー］で切り替えることができ

15
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* 2 - 1 . ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ｼ ﾞ ｭ ｼ ﾝ　　　

9-3　データ受信画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ  　　

［設定キー］

*2-2.RAMﾌｧｲﾙｼｮｷｶ　　　　

A )　RAMファイル初期化画面

［設定キー］

［確定キー］

ｲﾒｰｼﾞｦｽﾍﾞﾃｻｸｼﾞｮｼﾏｽ！！　　　　　

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｷｬﾝｾﾙ         

B )　RAMファイル初期化実行画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｻｸｼ ﾞ ｮｼ ﾞ ｯ ｺｳ　　   

*RAMﾌｧｲﾙｼｮｷｶﾁｭｳ*

C )　初期化実行中画面

［確定キー］

初期化終了で初期画面へ

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　　　　

 

 

* ﾃ ﾞ ｰ ﾀ ﾂｳｼ ﾝ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒ　　　　　　

２．データ通信初期画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

［設定キー］

　　　ＴＨＰ－４０１２内部メモリーに登録されてある印字

　　データを全て削除します。

　　

  A).  ＲＡＭファイル初期化画面で、

  ［確定キー］を押します。

  B)  ＲＡＭファイル初期化実行画面が

  表示されますので、

  ［確定キー］を押すと、初期化実行中画面を表

  示して、初期化作業が開始されます。

  C)  初期化が終了すると、ブザー音が鳴って、

  初期画面に戻ります。 

　　＊内部メモリーの内容をすべて削除します。

　　内部メモリーから、パソコン上のデータファイルを作

　　成することはできません。

　　必ず、元のデータが保存されていることを確認して

　　削除をおこなってください。

9-3-2　RAM ファイルを初期化する

THP-4012 取扱説明書Ver.2.03J
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* 3 - 1 . ｶ ﾚ ﾝ ﾀ ﾞ ｰ ﾋ ｮ ｳ ｼ ﾞ 　 　 　

9-4-1　カレンダー表示画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ  　　

［確定キー］

*3-2.ｶﾚﾝﾀﾞｰｾｯﾃｲ

9-4-2　カレンダー設定画面

［設定キー］

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　 　　　　

* 3 ｼ ﾞ ｶ ﾝ ｾ ｯ ﾃ ｲ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒ　　　　　　

9-4　時間設定メニュー画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

［確定キー］

*ｶﾚﾝﾀﾞﾋｮｳｼﾞ＊

9-4-1-A )　カレンダー表示

09：52：55　　　　　　　　　
2009/05/20　wed

* 3 - 1 . ｶ ﾚ ﾝ ﾀ ﾞ ｰ ｾ ｯ ﾃ ｲ 　 　 　

9-4-2-B )　カレンダー設定画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ  　　

Y 2 0 0 9

9-4-2-1　年入力

［確定キー］

ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ   [ ｶ ｸﾃｲ ]     

y e a r  YYYY

 　　

［確定キー］

9-4．時間設定メニュー

　　　初期画面から、［設定キー］を３回押すと

　　時間設定メニュー画面が表示されます。

　　　この画面で、［確定キー］を押すと、カレンダー　　

　　表示画面に移行します。

　　

9-4-1 カレンダー表示画面

ＴＨＰに内蔵されているカレンダーの内容を、表示し

ます。

             

             

 

9-4-2  カレンダー設定画面

　ＴＨＰに内蔵されているカレンダーの値を修正しま

す。

＊表示画面と設定画面は、［設定キー］で切り替え

ることができます。

9-4　内蔵時計の時刻合わせ（時間設定メニュー）

  A)  カレンダー表示　　

　　　カレンダー表示画面で、［確定キー］を押すと、

　　現在の日付、曜日、時間を２秒間表示します。

　　表示後は、初期画面に移行します。

  B) カレンダー設定

　　　　カレンダー設定画面で、［確定キー］を押すと、

　　THP-4012 に内蔵されているカレンダー時計用 ICの

　　カレンダーと時間を修正する画面を表示します。

9-4-2-1  年を西暦 4桁の数字で入力します。

  修正後、［確定キー］を押すと、月の変更画面

  に、移行します。

   

＊和暦表示には、対応していません。
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* 3 ‑ 1 . ｶ ﾚ ﾝ ﾀ ﾞ ｰ ｾ ｯ ﾃ ｲ　　　

9 ‑ 4 ‑ 2　カレンダー設定画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ  　　

［確定キー］

Y 2 0 0 9

9 ‑ 4 ‑ 2 ‑ 1　年入力

［確定キー］

ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ     [ ｶ ｸﾃｲ ]        

y e a r   YYYY

 　　

Y 2 0 0 9M 0 5    

9 ‑ 4 ‑ 2 ‑ 2　月入力

［確定キー］

ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ     [ ｶ ｸﾃｲ ]        

mon t h  MM         　　　  　　

Y 2 0 0 9M 0 5D 2 2

9 ‑ 4 ‑ 2 ‑ 3　日入力

［確定キー］

ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ     [ ｶ ｸﾃｲ ]        

d a t e  DD　　　  　　

Y 2 0 0 9M 0 5D 2 2 F r i 　 　　

9 ‑ 4 ‑ 2 ‑ 4　時入力

［確定キー］

ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ     [ ｶ ｸﾃｲ ]        

h o u r 2 4  HH         　　　  　　
H 0 9　　　

Y 2 0 0 9M 0 5D 2 2 F r i 　 　　

9 ‑ 4 ‑ 2 ‑ 5　分入力

［確定キー］

ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ     [ ｶ ｸﾃｲ ]        

m i n　MM         　　　  　　
H 0 9M 1 5　　　

Y 2 0 0 9M 0 5D 2 2 F r i 　 　　

9 ‑ 4 ‑ 2 ‑ 6　秒入力

［確定キー］

ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ     [ ｶ ｸﾃｲ ]        

s e c　SS　　　         　　　  　　
H 0 9M 1 5 S 1 9　　　

［確定キー］

* ３ｼ ﾞ ｶ ﾝｾ ｯ ﾃ ｲ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒﾝ　　　　　　

9 ‑ 4　時間設定メニュー画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

ｾ ｯﾃ ｲｷ ｬ ﾝｾﾙ

［確定キー］ ［取消キー］

［設定キー］

「年」入力

画面ヘ移行

0 9 / 0 5 / 2 2 / F r i 0 9 : 0 5 : 1 9

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｷｬﾝｾﾙ　　　　　

9 -4 -2 -7　カレンダー変更確認画面

[ｾｯﾃｲ ]　ｻｲﾆｭｳﾘ ｮｸ　　
[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ

*THP- 4 0 1 2 * 1 2 ： 3 4 ： 5 6
[ 0 1 ]ｾｲｿ ﾞｳ , ｼ ｮｳ ﾐ - 1

[ｾｯﾃｲ ]　ｼｮﾘﾒﾆｭｰ

初期画面表示

[ﾌｯﾄｽｲｯﾁ ]　ｲﾝｼ ﾞ

9-4-2-2　「月」を 2桁の数字で入力します。

  修正後、［確定キー］を押すと、

  「日」の変更画面に、移ります。

9-4-2-7　  カレンダーの変更した内容を表示します。

  ［確定キー］：変更内容を保存して、初期画面

    　　に、戻ります。

  ［設定キー］：変更内容を破棄して、再度「年」

    　　入力画面に戻ります。

  ［取消キー］：変更内容を破棄して、初期画面

    　　に、戻ります。

9-4-2-6　　「秒」を 2桁の数字で入力します。

  修正後、［確定キー］を押すと、

  （4-2-7）カレンダー変更確認画面に移ります。

 

9-4-2-5　 「分」を 2桁の数字で入力します。

  修正後、［確定キー］を押すと、

  「秒」の変更画面に、移ります。

9-4-2-4 　「時」を 2桁の数字で入力します。

  修正後、［確定キー］を押すと、

  「分」の変更画面に、移ります。

9-4-2-3 　「日」を 2桁の数字で入力します。

  修正後、［確定キー］を押すと、曜日を自動的

  に入力して、時の変更画面に、移ります。

THP-4012 取扱説明書Ver.2.03J

18



* 4 ‑ 1 . ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ｾ ｯ ﾃ ｲ　　　

9 ‑ 5 ‑ 1　印字濃度設定画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ  　　

［確定キー］

［設定キー］

*4‑2 . ｲﾝｼﾞﾎｳｺｳｾｯﾃｲ

9 ‑ 5 ‑ 2　印字方向設定画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　　　　

*4‑3 . ﾚﾝｿﾞｸｲﾝｼﾞ

9 ‑ 5 ‑ 3　連続印字設定画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ　　　　　

［設定キー］

［設定キー］

* 4 ｲ ﾝ ｼ ﾞ ｼ ﾞ ｮ ｳ ｹ ﾝｾ ｯ ﾃ ｲ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒ　　　　　　

9 ‑ 5　印字条件設定メニュー画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

* ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ｾ ｯ ﾃ ｲ　　　　　

9 ‑ 5 ‑ 1 ‑ 1　印字濃度入力画面

[0 ‑ 9 ]　ｽｳｼ ﾞﾆｭｳﾘ ｮｸ　　　　　　
<01>　　ｳｽｲ　01 ‑ 1 0　ｺｲ 　  　　

［確定キー］

［確定キー］　で初期画面へ

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　

［フットスイッチ］

* 4 ‑ 1 ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾉ ｳ ﾄ ﾞ ｾ ｯ ﾃ ｲ

9 ‑ 5 ‑ 1　印字濃度設定画面

[ ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

テスト印字

9-5　印字条件を変更する（印字条件設定メニュー）

9-5-1　印字濃度を変更する

＊設定値を上げすぎると、プリントテープが破れたり

包材がリボンに付着し、印字不良の原因になります。

　きれいに印字される、最小の値に設定してください。

　数値を入力して「フットスイッチ」を押すと、入力した

印字濃度でテスト印字をおこなう事が出来ます。

＊テスト印字では、ナンバリングや印字枚数の更新は

行いません。

　数値を入力して「確定キー」を押すと、入力した数値

が保存され初期画面に戻ります。

印字濃度設定画面で、［確定キー］を押します。

印字濃度は、[数字キー ]で入力します。

入力範囲は「01」～「10」で、数値が高いほど濃度は、

濃くなります。

9-5-2　印字方向設定

  印字する方向を切り替えます。

9-5-1　印字濃度調整

  印字の濃度調整を行います。

  印字ヘッドの発熱時間を変更して、濃度調整を

  行います。

　初期画面から、［設定キー］を 4 回押すと

　　印字条件設定メニュー画面が表示されます。

　　　この画面で、［確定キー］を押すと、印字濃度設定

　　画面に移行します。

9-5-3　連続印字

  連続印字のインターバル設定と印字開始をおこ

  ないます。

＊各設定画面は、［設定キー］で切り替えることが

できます。
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製造年月日  2009/06/01

賞味期限  2009/07/01

製造年月日 2009/06/01

賞味期限 2009/07/01

「ｲﾝｼﾞﾎｳｺｳｳｴﾑｷ」

印字方向上向

「ｲﾝｼﾞﾎｳｺｳｼﾀﾑｷ」

印字方向下向

* ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺｳｾ ｯ ﾃ ｲ　　　　　

9-5-2-1．印字方向変更画面

[ｾｯﾃｲ ]　ｷﾘｶｴ　　　　　　
　　　ｲﾝｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺｳ ： ｼ ﾀﾑｷ　  　　

［確定キー］

［確定キー］

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　　

変更を保存して初期画面へ

*4 - 2 ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾎ ｳ ｺｳｾ ｯ ﾃ ｲ

9-5-2．印字方向設定画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

* ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ ｲ ﾝ ｼ ﾞ 　　　　　

9-5-3-1．印字間隔変更画面

[ﾌｯﾄｽｲｯﾁ ]　ｲﾝｼ ﾞ ｶｲｼ　　　　　　
ｲﾝｼ ﾞ ｶ ﾝ ｶ ｸ ： < 3 . 0 ｓ > 　  　　

［確定キー］

［フットスイッチ]

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ﾒﾆｭｰｶ ﾞ ﾒﾝ　　　　　　

* ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ ｲ ﾝ ｼ ﾞ ﾁ ｭ ｳ　　　　　

9-5-3-2．連続印字画面

[ﾌｯﾄｽｲｯﾁ ]　ｲﾝｼ ﾞﾃｲｼ　　
ｲ ﾝｼ ﾞ ｶ ﾝ ｶ ｸ ： 3 . 0 ｓ 　  　　

［フットスイッチ]

* 4 - 3 . ﾚ ﾝ ｿ ﾞ ｸ ｲ ﾝ ｼ ﾞ

9 - 5 - 3．連続印字設定画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

　印字濃度設定画面で、［設定キー］を押します。

印字方向設定画面に移行しますので、［確定キー］を押

すと、印字方向を変更する画面に移ります。

［設定キー］を 1回押すごとに、印字方向が切り替ります。

　印字方向を設定して、［確定キー」を押すと、設定さ

れた印字方向を保存して、初期画面に移ります。

9-5-3　連続印字条件を設定し印字を開始する

9-5-2　印字方向を変更する

　印字方向設定画面で、［設定キー］を押します。

連続印字設定画面に移行しますので、［確定キー］を押す

と、印字間隔を入力する画面に移ります。

             

             

  　

　印字間隔を「数字キー」で入力します。設定可能範囲は、

0.0 秒～ 9.9 秒です。         

　印字間隔を入力して、包材をセットした後、フットスイッ

チを押すと、連続印字が開始されます。

　印字を中止したいときは、印字動作中以外のタイミング

で、フットスイッチを押すと、印字間隔入力画面にもどり

ます。
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* ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ ｼ ｮ ﾘ ﾁ ｭ ｳ *　　　

9-6-2．終了処理中の画面

［確定キー］

［確定キー］

* ｼ ｭｳ ﾘ ｮ ｳ ｼ ｮ ﾘ *　　　
　　

9-6-1．終了処理画面

　* *ｼ ｭｳ ﾘ ｮ ｳ ｼ ｮ ﾘ ｼ ﾏｼ ﾀ * *

9-6-3．終了画面

　ﾃ ﾞﾝｹ ﾞ ﾝｽｲｯﾁｦｷｯﾃｸﾀ ﾞｻｲ　　

電源スイッチを切る

[ｶｸﾃｲ ]　ｼｭｳﾘ ｮｳ　　　　　

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｷｬﾝｾﾙ　　　　　

* 5 ｼ ｭ ｳ ﾘ ｮ ｳ ｼ ｮ ﾘ

[ ﾄ ﾘｹｼ ]　ｼｮｷｶ ﾞ ﾒ　　　　　　

9-6．終了処理メニュー画面

[ｶｸﾃｲ ]　ｹｯﾃｲ　　　　　
[ｾｯﾃｲ ]　ﾂｷ ﾞ ﾉ ﾒﾆｭｰ

 
　　終了処理メニュー画面で [ 確定キー ] を押すと、終

了処理をおこないます。

　　作業を終了して電源を切る前には、必ず終了処理を

おこなってください。

　終了処理をおこなわずに電源を切ると、ナンバリング

データの保存ができない為に、次回電源を入れて作業

を再開したとき、ナンバリングの値が前回終了時の続き

を印字できなくなります。

重要

9-6　作業を終了して電源を切る前に（終了処理メニュー）
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9-6-2　終了処理中の画面

　　　終了処理中は、 印字データ内にあるナンバリング

　　データを保存します。

9-6-1　終了処理画面

　　　［確定キー］を押すと、終了処理が開始されます。

9-6-3　　終了画面

   　保存が終了すると、ブザーが鳴り、以後どの操作　

　も受け付けません。

　　＊作業を再開するには、一旦電源を切って、再度

　　電源を入れる必要があります。




